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第１６９号 平成２３年４月１日　（2）

一般会計
歳　　出
39億4,600万円

議会費
103,984千円
（2.6％）

総務費
440,203千円
（11.2％）

公債費
504,690千円
（12.8％）

その他
28,538千円
（0.7％）

民生費
1,392,492千円

（35.3％）

衛生費
493,241千円
（12.5％）

農林水産業費
182,080千円
（4.6％）

商工費
16,072千円
（0.4％）

土木費
200,293千円
（5.1％）

消防費
195,206千円
（4.9％）

教育費
389,201千円
（9.9％）

自
主

財

源

依

存

財

源
61.3％

38.7
％　

町税
1,092,820千円

（27.7％）

繰入金
219,672千円
（5.6％）

使用料・手数料
118,748千円
（3.0％）

地方交付税
1,410,000千円

（35.7％）

国庫支出金
328,999千円
（8.3％）

町債
182,900千円
（4.6％）

その他
繰越金・諸収入　
財産収入・寄付金

71,706千円（1.9％）

（ ）
分担金・負担金

19,190千円
（0.5％）

一般会計
歳　　入
39億4,600万円

地方譲与税
78,100千円
（2.0％） 地方消費税交付金等の交付金

135,850千円（3.4％）

一般会計　39億4,600万円の内訳

県支出金
288,015千円
（7.3％）

Ｈ23. 2. 28現在
12,977人（4,657世帯）

町民１人当たりが納める税金

約8万4,200円
町民１人当たりに使われる費用

約30万4,000円
１世帯当たりに使われる費用

約84万7,300円

　上板町議会３月定例会において平成２３年度の一般会計当初予算及び住宅新築資金等貸付事業特別会計な

ど６特別会計の当初予算が議決されました。

　一般会計の歳入歳出予算総額は前年度当初予算に比べ１.２％（４,６００万円）増の３９億４,６００万円となって

おります。

　歳入面では、町税、地方交付税、臨時財政対策債、及び財政調整基金等の「一般財源総額」は１.８％の増

であります。財政調整基金取り崩しによる繰入金は７６.３％の増となり，基金の残高は減少の一途を辿ってお

り極めて深刻な状況に変わりありません。

　歳出面では、フルーツとロマンの里推進事業、木造住宅耐震改修補助事業、公共水域の水質保全促進の為

の浄化槽設置整備事業、住宅リフォーム補助、防犯灯のＬＥＤ化改修工事、町営住宅地上デジタル放送対応

の共同アンテナ設置事業のほか，小学校卒業まで医療費の無料化をはじめとし、日本脳炎・子宮頸がん・ヒ

ブ・肺炎球菌予防接種実施などの疾病対策にも重点を置いた予算編成となっております。

　厳しい状況が続きますが、「重点的かつ効率的で持続可能な財政運営を行える足腰の強い町づくり」を引

き続き実現するため、限られた財源を有効に活用した行政サービスに取り組みますので、町民の皆様方のご

理解とご協力をよろしくお願いします。

11年度

12年度

13年度

14年度

15年度

16年度

17年度

18年度

19年度

20年度

21年度

22年度

23年度

11年度

12年度

13年度

14年度

15年度

16年度

17年度

18年度

19年度

20年度

21年度

22年度

23年度

普通交付税の推移 一般会計当初予算の推移

（当初予算）

（決算見込）

43億4,435万円

42億0,050万円

49億8,500万円

38億7,900万円

40億7,600万円

35億8,300万円

42億0,000万円

38億0,000万円

39億4,000万円

39億2,000万円

45億8,000万円

39億0,000万円

39億4,600万円

18億7,500万円

18億4,100万円

17億0,100万円

15億7,600万円

13億7,500万円

13億4,300万円

13億6,800万円

14億3,100万円

14億0,200万円

14億2,700万円

14億1,800万円

15億4,900万円

13億8,000万円

一般会計予算 ３９億４,６００万円

特別会計予算 ３１億５,４６１万円

　　　計 ７１億０,０６１万円

　特別会計

１４億５,６９４万円国民健康保険事業

１億１,３２７万円後期高齢者医療事業 

１０億５,４０９万円介護保険事業

３,６３２万円住宅新築資金等貸付事業

４,０７５万円農業集落排水事業

４億５,３２４万円水道事業
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◇
社
会
文
化
・
教
育
の
向
上
に
貢
献

三　

宅　

　

　

昇
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勉

◇
社
会
福
祉
の
向
上
に
貢
献

原　
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正

花

補
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香

代

子
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◇
交
通
事
故
の
防
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に
貢
献

原　

田　

　

　

猛

◇
町
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員
永
年
勤
続

鳥　

羽　
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次

高　

田　
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一

岡　

本　

惠　

子
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子

日　

下　
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子
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尾　

公

美

子

井　

内　
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代
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光

◇
高　

額　

寄　

付

檜　

　

　

文　

崇

多　

田　

和　

夫

多　

田　

　

　

衞

村　

部　

昌　

之

◇
環
境
美
化
奉
仕
活
動
感
謝
状

稲　

岡　

建　

治

廣　

瀬　

正　

一

福　

島　

美

智

代

佐　

藤　

弘　

子

吉　

岡　

松　

雄

多　

富　

敦　

志

平　

野　

シ

マ

コ

　
　
　
　

泉
谷
環
境
保
全
協
議
会

　
　
　
　

泉

谷

評

議

委

員

会

　

一
月
九
日
、
新
年
互
礼
会
の
席
に
お
い
て
、
町
長
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

各
分
野
で
活
躍
さ
れ
、そ
の
功
績
に
よ
り
表
彰
又
は
感
謝
状
を
受
け
ら
れ
た

の
は
、
次
の
方
々
で
す
。 

　

︵
敬
称
略
︶

　
町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町
長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長
表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表
彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰
式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式
挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙
行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行
ささささささささささささささささささささ
れれれれれれれれれれれれれれれれれれれれ
るるるるるるるるるるるるるるるるるるるる

長
表
彰
式
挙
行
さ
れ
る

︵
議
員
十
名
か
ら
一
般
質
問
︶

　

町
長
提
出
議
案
九
件
の
内
八
件
が

可
決
、
一
件
が
修
正
部
分
を
除
き
可

決
さ
れ
ま
し
た
。
議
員
提
出
議
案
八

件
の
内
四
件
が
可
決
、
一
件
が
否
決
、

一
件
が
採
択
、
二
件
が
不
採
択
さ
れ

ま
し
た
。

　
　◎

議
会
議
員
協
議
会

　

平
成
二
十
二
年
十
二
月
六
日

　

第
四
回
定
例
会
提
出
議
案
の
協
議

を
行
な
う
。

　
◎
財
産
区
議
会

・
上
板
町
大
山
財
産
区
議
会

︵
第
一
回
定
例
会
︶

　

平
成
二
十
三
年
二
月
十
七
日

・
上
板
町
神
宅
財
産
区
議
会

︵
第
一
回
定
例
会
︶

　

平
成
二
十
三
年
二
月
十
四
日

◎
平
成
二
十
二
年
第
四
回
定
例
会
の

概
要

　

第
四
回
定
例
会
は
、
十
二
月
十
四

日
か
ら
十
二
月
十
七
日
ま
で
の
四
日

間
の
日
程
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

開
会
日
に
は
、
納
田
町
長
が
町
政

に
取
り
組
む
所
信
と
行
財
政
改
革
の

推
進
、
教
育
問
題
、
人
権
問
題
、
環

境
問
題
、
農
業
問
題
、
財
政
問
題
な

ど
当
面
す
る
町
政
の
重
要
課
題
に
つ

い
て
述
べ
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
で
は
、
防
災
対
策
、
行

財
政
改
革
、
農
業
問
題
、
環
境
問
題
、

教
育
問
題
、
な
ど
が
論
議
さ
れ
ま
し

た
。 上

板
町
議
会
だ
よ

上
板
町
議
会
だ
よ
り

上
板
町
議
会
だ
よ
り

徳島県議会議員
一　般　選　挙
（板野選挙区）

徳島県知事選挙

４月１日（金）３月２４日（木）告 示 日

４月１０日（日）　午前７時から午後８時投 票 日 時

「投票所入場券」に記載しています。投 票 所

期間：４月２日〜

４月９日

期間：３月２５日〜

４月９日

期日前投票

不在者投票
時間：午前８時３０分から午後８時

場所：上板町役場　１階　相談室　

第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回１７回 統統統統統統統統統統統統統統統統統統統統統統統統統統統統統統 一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一 地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地 方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方 選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選 挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙 ががががががががががががががががががががががががががががが一地方選挙が
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〔上板町選挙管理委員会事務局　TEL：694 − 6801〕



第１６９号 平成２３年４月１日　（4）
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板　

東　

照　

之

 

　

第
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員 

本　
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志

上
板
町
長
表
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並
び
に
感
謝
状

■
町
長
表
彰

　

第
一
分
団

　
　

団　

員 

岡　

本　

優　

作

　

第
二
分
団

　
　

団　

員 

坂　

東　

康　

人

　

第
三
分
団

　
　

団　

員 
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也
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分
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明
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内
助
の
功
感
謝
状

 

板　
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か
つ
江

 

蔭　

山　

真　

弓

 

　

平
成
二
十
三
年
上
板
町
消
防
団
出

初
式
が
、
一
月
十
四
日︵
金
︶に
﹁
上

板
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
﹂
で

盛
大
に
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

晴
れ
の
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
の
は

次
の
方
々
で
す
。︵

順
不
同
、
敬
称
略
︶

　

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動
行
事
の

一
環
と
し
て
、
三
月
一
日
に
上
板
町

消
防
団
︵
中
川　

直
団
長
︶
に
よ
る

町
内
一
円
で
の
火
災
予
防
パ
レ
ー
ド

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
内
六
分
団
か
ら
団
員
二
十
四
名

と
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
七
台
が
参
加

し
、
午
後
六
時
三
十
分
か
ら
役
場
前

で
出
発
式
を
お
こ
な
っ
た
あ
と
、
約

二
時
間
を
か
け
て
町
内
を
巡
回
し
、

﹁
火
災
予
防
﹂
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

春春春春春春春春春春春春春春
季季季季季季季季季季季季季季
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災災災災災災災災災災災災災災
予予予予予予予予予予予予予予
防防防防防防防防防防防防防防
パパパパパパパパパパパパパパ
レレレレレレレレレレレレレレ
ーーーーーーーーーーーーーー
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　上板町では平成２３年４月１日より「消費

生活相談窓口」を開設しました。

　私達、消費者の身の周りでは詐欺事件、

契約トラブル、食品偽装、製品事件など、

消費者問題が日常的に起こっていますが、

不安・疑問に感じた事、悩み事、困り事、

迷った時などお気軽に消費生活相談窓口に

ご相談ください。

　相談は無料で、内容に応じて専門機関へ

のご紹介もいたします。

上板町農村環境改善センター

１階事務所内

�月曜日〜金曜日　９：００〜１６：３０

� TEL　０８８−６９４−６８１６　

※相談にこられる時には必ず電話予約をし

てからお越しください。
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　この度、地域活性化 ・ 経済危機対策臨時交付金を活用して、前回

購入から１７年が経過していました上板町消防団第１分団、第２分団、

第３分団のポンプ自動車を３台購入いたしました。

　この消防ポンプ自動車（CD−Ⅰ型）は、建物火災はもとより、自然

災害等の各種災害に対応できる消防車両であり、主な機能は、動力消

防ポンプを搭載し、無給油式真空ポンプ及び自動揚水装置等を装備し

ております。また、積載品は消防用ホース、ホースカー、ホース背負

い器、照明灯ほか、現場活動に不可欠な資機材を搭載しております。

　このような装備の自動化、省力化により、円滑な消防活動の実施が

期待されます。

　火災現場での中継送水体制をはじめ、様々な面で災害対応力の向上

につながることから、今後も防災力の充実・強化を図り、町民の皆様

が安心で安全に暮らせるまちづくりを目指します。

　上板町では、平成２３年４月１日から全国瞬時警報システム、通称Ｊ−ＡＬＥＲＴ（ジェイ・アラート）による緊

急放送を開始しました。

　Ｊ−ＡＬＥＲＴとは、国（消防庁）が発信する緊急地震速報や弾道ミサイルによる武力攻撃事態などの緊急情報が、

衛星通信ネットワークを経由して上板町へ送信され、町の防災行政無線を自動起動することにより、２４時間体制で住

民の皆様に緊急情報を伝達するシステムです。

　このシステムの導入により、人の手を介する時間がなくなったことで、町内全域にサイレンや音声放送での緊急情

報が瞬時に伝達できるようになりました。

　これらの情報が放送されたときは、テレビやラジオ等の情報に注意し、身の安全を確保して落ち着いて行動するよ

うにしてください。

　緊急情報を受信すると、下記内容の項目が防災行政無線により放送されます。

放　　　送　　　内　　　容緊 急 情 報

「警報音 (NHK 報知音 )」＋「緊急地震速報。大地震 ( おおじしん ) です。大地震です。」というメッ
セージが３回繰り返された後、「こちらはぼうさいかみいたちょうやくばです。」＋「チャイム」が
流れます。

緊 急 地 震 速 報

震度５弱以上の揺れ
が想定される場合

「チャイム」が流れ、「こちらはぼうさいかみいたちょうやくばです。」＋「震度○○の地震が発生
しました。火の始末をしてください。テレビ・ラジオをつけ、落ち着いて行動してください。」とい
うメッセージが３回繰り返された後、「こちらはぼうさいかみいたちょうやくばです。」＋「チャイ
ム」が流れます。

震 度 速 報

震度５弱以上の揺れ
があった場合

「有事サイレン 14 秒吹鳴」＋「ミサイル発射情報。ミサイル発射情報。当地域に着弾する可能性
があります。屋内に避難し、テレビ・ラジオをつけてください。」というメッセージが３回繰り返さ
れた後、「こちらはぼうさいかみいたちょうやくばです。」＋「チャイム」が流れます。

弾道ミサイル情報

「有事サイレン 14 秒吹鳴」＋「航空攻撃情報。航空攻撃情報。当地域に航空攻撃の可能性があり
ます。屋内に避難し、テレビ・ラジオをつけてください。」というメッセージが３回繰り返された後、
「こちらはぼうさいかみいたちょうやくばです。」＋「チャイム」が流れます。

航 空 攻 撃 情 報

「有事サイレン 14 秒吹鳴」＋「ゲリラ攻撃情報。ゲリラ攻撃情報。当地域にゲリラ攻撃の可能性
があります。屋内に避難し、テレビ・ラジオをつけてください。」というメッセージが３回繰り返さ
れた後、「こちらはぼうさいかみいたちょうやくばです。」＋「チャイム」が流れます。

ゲリラ ･ 特殊部隊

攻 撃 情 報

「有事サイレン 14 秒吹鳴」＋「大規模テロ情報。大規模テロ情報。当地域にテロの危険が及ぶ可
能性があります。屋内に避難し、テレビ・ラジオをつけてください。」というメッセージが３回繰り
返された後、「こちらはぼうさいかみいたちょうやくばです。」＋「チャイム」が流れます。

大 規 模 テ ロ 情 報

※直下型地震等、震源地に近い場合には、緊急地震速報が間に合わないことがあります。

※緊急地震速報の警報音は NHK の緊急地震速報のサイト（http://www.nhk.or.jp/bousai/）で聴くことができます。

　有事サイレン音は内閣官房の国民保護ポータルサイト（http://www.kokuminhogo.go.jp/）で聴くことができます。

消消防防ポポンンププ自自動動車車を３３台台購購入入しました

全国瞬時警報システム（Ｊ−ＡＬＥＲＴ）の運用開始
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お申し込み・お問い合わせ先　　総務課　TEL　６９４−６８０１

木木木木木木木木木木木木木木造造造造造造造造造造造造造造住住住住住住住住住住住住住住宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐震震震震震震震震震震震震震震診診診診診診診診診診診診診診断断断断断断断断断断断断断断・・・・・・・・・・・・・・耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐震震震震震震震震震震震震震震改改改改改改改改改改改改改改修修修修修修修修修修修修修修事事事事事事事事事事事事事事業業業業業業業業業業業業業業のののののののののののののの募募募募募募募募募募募募募募集集集集集集集集集集集集集集木造住宅耐震診断・耐震改修事業の募集
　南海地震は、今後３０年以内に６０％程度の確率で起こると予測されています。

　この地震による県内の震度は震度５強〜６強で、昭和５６年以前に建てられた木造住宅に多くの被害が発生す

ると予想されています。その対策として、町内の木造住宅の耐震診断及び耐震改修事業を実施します。

耐　　震　　改　　修

①　対象となる住宅

　�耐震診断結果が０.７未満（倒壊する可能性が高い）

と総合判定され、改修によって１.０以上（一応倒

壊しない）の総合判定となる木造住宅

②　受 付 期 間

　�平成２３年４月１日〜１２月２８日

　　（受付戸数になり次第終了します）

③　受 付 戸 数

　�５戸

④　補　助　金

　�耐震改修に要する工事費の２／３の額を補助金と

して交付します

　　（交付限度額は６０万円まで）

⑤　耐震改修アドバイザー

　�安心して耐震改修工事に取り

組めるように耐震改修アドバ

イザーが「改修計画」「工事中」

「完成時」の内容を第三者の目

で確認します

耐　　震　　診　　断

①　対象となる住宅

　�昭和５６年５月３１日以前に着工された３階建てま

での木造住宅

　　（併用住宅、共同住宅、長屋、借家も対象です）

　�在来軸組工法、伝統工法により建築された住宅

　　（プレファブ・ツーバイフォー・丸太組工法は除か

れます）

　�現在居住しているもの

②　申　込　者

　�対象となる住宅の所有者

　�借家の場合は入居者の同意が必要

③　受 付 期 間

　�平成２３年４月１日〜１２月２８日

　　（受付戸数になり次第終了します）

④　受 付 戸 数

　�４０戸

⑤　自己負担額

　�一戸建ての場合、３千円

　�二戸以上の共同住宅の場合、６千円

　納田町長は、先日役場内において、パソコンを利用して

確定申告や納税を行う「e − Tax」を体験利用しました。

　「e − Tax」は、事前に届出をすれば自宅や事務所などか

らインターネットを通じて、申告・納税の受付を行う電子

システムです。添付書類の提出が不要、還付金がスピーデ

ィー（約３週間程度に短縮）、確定申告期間中は夜間や休日

でも利用可能、などのメリットがあります。

　納田町長は初めて「e − Tax」を利用しましたが、「イン

ターネット環境があれば、自宅や事務所のパソコンで、24

時間利用できるというのは魅力的ですし、大変便利だと思

いました。税務署や役場の相談会場へ出向いていき、待つ

こともありません。住民のみなさんも利用してみてください。」

とコメントしました。

「国民健康保険被保険者証」
の更新について

税務課　国民健康保険担当

TEL 6 9 4 − 6 8 0 7

お問い合わせ

　上板町国民健康保険に加入の皆様、保険証

の更新はもうお済みですか？

　更新していない被保険者証の有効期限は平

成 23 年 3 月 31 日です。その被保険者証で平

成 23 年 4 月 1 日以降お医者さんにかかります

と全額自己負担となりますので、更新がまだ

お済みでない方は、必ず更新をしてください。

　なお、現在国民健康保険税を納め忘れなど

未納になっていると思われる方は、確認後至

急納付いただき、納付後保険証の更新にお越

しください。

　直ちに納付できない場合は、納付相談を行

っていますので役場税務課へ

お越しください。

納田町長「e−Tax」を体験納田町長「e−Tax」を体験
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国民健康保険税の税率改定についてのお知らせ

　市町村の国民健康保険制度は、地域の医療保険として他の医療保険（各健康保険組合や共済組合など）に加入して

いない全ての方々を対象としています。

　突然の病気やケガなどの医療費の支払いは、国・県等の負担金と皆さんに納めていただいている国民健康保険税で

賄われています。地域で安心して暮らしていくために欠かせない基盤として、国民健康保険事業の安定的な運営が求

められています。

○なぜ「税率の引き上げ」が必要なの？  

　　加入者の高齢者層の増加および高度医療を受ける方の増加に伴い、医療費は増加傾向にあり、現行税率における

税収入では、医療費の支払に不足が生じている状況です。

　　平成２０年度は、医療制度の改革による交付金概算交付により、単年度収支は約５３,４０万円の黒字が生じましたが、

平成２１年度の単年度収支は約５０,８０万円の赤字となりました。平成２２年度は、保険給付費の更なる増加や交付金

の精算などにより、積立金（基金）全額約５３,１０万円取り崩しと一般会計から１億３６,００万円の法定外繰り入れで

賄うこととしました。

　　主に、以上の理由により、国民健康保険事業の安定運営に支障をきたす恐れがあることから「税率の引き上げ」

が必要となったもので、平成２２年１２月町議会定例会で議決を経て、平成２３年度以降の税率の改定を行いました。

　　加入者の皆さんにはご負担をお願いすることになりますが、病気やケガなどの時に安心して医療を受けられるよ

うにするために、ご理解とご協力をお願いします。

４人世帯

夫（年齢50歳）

妻（年齢48歳）

子ども（２人）

固定資産税額

年税額
（月当たり　約8,458円の増）

所得333万円

所得　　0円

250,000円

改定前年税額　584,000円

改定後年税額　685,500円

101,500円の増

２人世帯

夫（年齢63歳）

妻（年齢62歳）

固定資産税額
年税額
（月当たり　約2,066円の増）

公的年金収入170万円

公的年金収入　30万円

70,000円

改定前年税額　172,700円

改定後年税額　197,500円

24,800円の増

１人世帯

年齢67歳

固定資産税額 年税額
（月当たり　約200円の増）

公的年金収入　90万円

0円

改定前年税額　　16,800円

改定後年税額　　19,200円

2,400円の増

【モデル世帯比較表】

○国保の健全な運営に向けて 

　☆医療費を抑制するための取り組みについて
　　　国保は、特定健康診査と人間ドック事業を実施しています。将来の医療費を抑制するため、特定健康診査の受

診率の向上に努めます。健康維持のために多くの皆さんが特定健康診査を受けられるようお願いします。

　　※特定健康診査・特定保健指導：毎年６月中旬に受診券を送付しています。

　　※人間ドック：先着１６０名の方を対象に補助を行っています。（受付７月〜）

　　　また、同じ症状で複数の医療機関を重複して受診する人や、月に何度も頻繁に受診する人へ、保健師が訪問し、正

しい医療の受け方などを指導します。

　　　このほか、新薬の特許期間終了後に同じ成分で製造され低価格で提供される医薬品である、ジェネリック医薬

品（後発医薬品）の利用を促進するなど、増加し続ける医療費への対策にも取り組みます。

　☆国保税納付の相談について
　　　病気や事故、離職などで生活が苦しく、期限までに納付が難しいときは、そのままにしないで窓口や電話で早

めにご相談ください。滞納対策としては、納付相談を行う機会を持つことが大事であることから、滞納のある世

帯と連絡を取り合い、滞納の事情をよく聞きながら、それぞれの状況に合わせた対応をしています。

　　　なお、６５歳未満の失業した方で、雇用保険の特定受給資格者と特定理由離職者は、申請により平成２３年度の

国保税が軽減される場合があります。

　お問い合わせ先
〒７７１−１３９２　上板町七條字経塚４２番地　　上板町役場　税務課　国民健康保険担当　TEL ０８８−６９４−６８０７

○どのくらい保険税が変わるの？ ○どのように税率が変わるの？ 

※国民健康保険税は、医療給付費・後期高齢者支援金・介護給付金（４０
歳以上６５歳未満の加入者）を合計したもの。

※所得割Ａ：加入者の前年所得から基礎控除３３万円を差し引き税率を
かけて算出したもの。

　資産割Ｂ：固定資産税額に税率をかけて算出したもの。
　　　　　　（償却資産は除く）
　均等割Ｃ：加入者一人あたりの金額。
　平等割Ｄ：加入一世帯あたりの金額。
※Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄの合計が一年間の国民健康保険税となります。
　（限度額制度あり）
※世帯の所得に応じて軽減措置が適用になる場合があります。

平等割
（円）Ｄ

均等割
（円）Ｃ

資産割
（％）Ｂ

所得割
（％）Ａ

国民健康
保 険 税

２１,０００２４,０００４０.００６.５０改定前
医療給付費

２４,０００２８,０００３５.００９.００改定後

６,０００５,０００５.００２.００改定前後期高齢者
支　援　金 ６,０００６,０００５.００２.５０改定後

４,０００６,０００５.００１.５０改定前介護納付金
（４０歳以上６５歳

未満の加入者） ５,０００６,０００５.００１.５０改定後
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平
成
二
十
二
年
度
町
内
卓
球
大
会

が
、
一
月
二
十
三
日︵
日
︶に
上
板
町

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
﹁
多
目
的

ホ
ー
ル
﹂
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
町

内
の
卓
球
愛
好
者
約
五
十
名
が
参
加

し
、
小
学
生
の
部
・
一
般
の
部
・
団

体
の
部
に
と
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ

ま
し
た
。

　

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
個

人

戦

�
小
学
生
女
子
の
部　

　

優　

勝　

中　

北　

衣
麻
里

　

準
優
勝　

大　

西　
　
　

咲

　

第
三
位　

瀬　

部　

有　

紀

�
小
学
生
男
子
の
部　

　

優　

勝　

佐　

藤　
　
　

直

　

準
優
勝　

小　

竹　

秀　

徳

　

第
三
位　

花
補
佐　

修　

一

�
一
般
女
子
の
部

　

優　

勝　

吉　

平　

美
智
子

　

準
優
勝　

斉　

藤　

和　

恵

　

第
三
位　

南　

城　

満
佐
子

�
一
般
男
子
の
部

　

優　

勝　

若　

尾　

翔　

太

　

準
優
勝　

吉　

田　

浩　

道

　

第
三
位　

小　

田　

桂　

司

　
団

体

戦

　

優　

勝　

上
板
ク
ラ
ブ
Ｂ

　

準
優
勝　

上
板
ク
ラ
ブ
Ａ

　

第
三
位　

上
板
中
学
校
Ａ

小学生女子小学生男子

町
内
卓
球
大
会

　

二
月
二
十
日︵
日
︶上
板
町
役
場
・

中
央
公
民
館
に
お
い
て
、
本
町
ス

ポ
ー
ツ
界
に
お
け
る
功
労
、
活
躍
を

称
え
、
上
板
町
体
育
協
会
よ
り
平
成

二
十
二
年
度
特
別
功
労
者
体
育
功
労

者
、
ス
ポ
ー
ツ
優
秀
者
︵
個
人
︶
の

表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
特
別
功
労
者

　

近　

藤　

篤　

行

　
　

︵
前
上
板
町
体
育
協
会
長
︶

　

大　

野　

門　

治

　
　

︵
前
上
板
町
体
育
協
副
会
長
︶

　
体
育
功
労
者

　

新　

見　
　
　

明

　
　

︵
上
板
町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会
︶

　
ス
ポ
ー
ツ
優
秀
者

　

岡　

本　

泰　

崇

　
　

︵
神
宅
小
学
校　

柔
道
︶

　

多　

田　

旺　

生

　
　

︵
松
島
小
学
校　

少
林
寺
拳
法
︶

　

佐　

野　

佑　

樹

　
　

︵
松
島
小
学
校　

少
林
寺
拳
法
︶

　

細　

川　

快　

人

　
　

︵
松
島
小
学
校　

少
林
寺
拳
法
︶

　

松　

永　

郁　

歩

　
　

︵
松
島
小
学
校　

柔
道
︶

　

瀬　

尾　

昌　

大

　
　

︵
松
島
小
学
校　

少
林
寺
拳
法
︶

　

籠　

谷　

幸　

真

　
　

︵
松
島
小
学
校　

少
林
寺
拳
法
︶

　

大　

野　

雄　

仁

　
　

︵
松
島
小
学
校　

極
真
空
手
︶

●
春
季
ナ
イ
タ
ー
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
会　

　

四
月
中
旬
開
催
予
定　

●
町
内
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　

五
月
中
旬
開
催
予
定　

︵
な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
町
教
育
委

員
会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。︶

　

佐　

藤　

絢　

美

　
　

︵
上
板
中
学
校　

柔
道
︶　

　

狭　

戸　
　
　

翔

　
　

︵
上
板
中
学
校　

柔
道
︶　

　

佐　

藤　

美　

優

　
　

︵
上
板
中
学
校　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
︶

体

育

行

事

の

ご

案

内

ス
ポ
ー
ツ
優
秀
者︵
団
体
︶表
彰

上
板
町
体
育
功
労
者
・

ス
ポ
ー
ツ
優
秀
者︵
団
体
︶表
彰

上
板
町
体
育
功
労
者
・

自宅等のインターネット端末から
徳島県立図書館の本の取り寄せが
できるようになりました。
　県立図書館の本を上板町で借りることができ

る便利なサービスです。上板町教育委員会が取り次ぎ

窓口となっていますので、事前にこちらまでお申し込みください。

上板町教育委員会　TEL 0 8 8−6 9 4−6 8 1 4

一般女子一般男子団体の部（優勝）
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平
成
二
十
三
年
二
月
十
九
日︵
土
︶

に
上
板
町
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
周
辺

コ
ー
ス
に
お
い
て
、
次
代
を
担
う
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
員
の
健
全
育
成
と
交

流
を
図
る
目
的
で
、
第
十
回
上
板
町

内
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
駅
伝
大
会
が
、

上
板
町
体
育
協
会
・
体
育
指
導
委
員

連
絡
協
議
会
・
上
板
町
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
・
上
板
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

及
び
上
板
町
教
育
委
員
会
共
催
に
よ

り
、
女
子
チ
ー
ム
の
部
︵
一
・
六
㎞

×
六
区
間
︶
と
男
子
チ
ー
ム
の
部

︵
一
・
六
㎞
×
九
区
間
︶
に
そ
れ
ぞ

れ
七
チ
ー
ム
が
参
加
し
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

当
日
は
、
絶

好
の
駅
伝
日
和

で
、
選
手
た
ち

は
指
導
者
や
保

護
者
、
チ
ー
ム

メ
イ
ト
か
ら
の

温
か
い
声
援
に

背
中
を
押
さ
れ
、

見
事
全
チ
ー
ム

が
最
後
ま
で

﹁
た
す
き
﹂を
つ

な
ぎ
、
ゴ
ー
ル

し
ま
し
た
。

　

成
績
は
次
の

と
お
り
で
す
。

 

　
女
子
チ
ー
ム
の
部

　

優　

勝　

高
志
フ
レ
ン
ズ
Ａ

　
　
　
　
　

四
十
五
分
二
十
七
秒

　

準
優
勝　

上
板
レ
イ
ン
ボ
ー
ズ

　
　
　
　
　

五
十
分
二
十
六
秒

　
男
子
チ
ー
ム
の
部

　

優　

勝　

高
志
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　
　
　
　
　

一
時
間
二
十
秒

　

準
優
勝　

松
島
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　
　
　
　
　

一
時
間
四
十
二
秒

　

第
三
位　

大
山
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　
　
　
　
　

一
時
間
七
分
四
十
七
秒

第
八
回
町
内
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
駅
伝
大
会

　

平
成
二
十
三
年
二
月
十
五
日
︵
火
︶

〜
三
月
四
日
︵
金
︶の
火
曜
日
、
金
曜

日　

計
六
日
間
︵
計
六
試
合
︶
で
上

板
町
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協

会
主
催
の
平
成
二
十
二

年
度
上
板
町
内
女
子
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
を
上

板
町
農
村
環
境
改
善
セ

ン
タ
ー
及
び
東
光
小
学

校
体
育
館
に
お
い
て
、

町
内
四
チ
ー
ム
の
参
加

に
よ
り
開
催
し
ま
し
た
。

　

各
試
合
と
も
に
熱
戦

が
続
き
、
中
で
も
、
攻

守
の
バ
ラ
ン
ス
に
優
れ

た
﹁
上
板
ク
ラ
ブ
﹂
が

安
定
し
た
試
合
運
び
で
優
勝
さ
れ
ま

し
た
。

　

大
会
の
成
績
結
果
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

優　

勝

　

上
板
ク
ラ
ブ

　
　
　

︵
３
勝
０
敗
︶

準
優
勝

　

高
志
ラ
デ
ィ
ッ
シ
ュ

︵
２
勝
１
敗
︶

第
３
位

　

オ
リ
ー
ブ︵

１
勝
２
敗
︶

第
４
位

　

東
光
レ
デ
ィ
ー
ス

︵
０
勝
３
敗
︶

平
成
二
十
二
年
度
上
板
町
内
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

�
女
子
区
間
賞

　

最
優
秀
賞

　
　
　

青　

山　

未　

来　

　
　
　
　

︵
高
志
フ
レ
ン
ズ
︶　

　
　
　
　

タ
イ
ム　

七
分
十
五
秒

�
男
子
区
間
賞

　

最
優
秀
賞

　
　
　

鎌　

田　

航　

平　

　
　
　
　

︵
松
島
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
︶

　
　
　
　

タ
イ
ム　

五
分
四
十
三
秒

▼

女
子
チ
ー
ム
の
部

▼

男
子
チ
ー
ム
の
部

〈就学援助費受給申請〉

〈特別支援学級就学援助費受給申請〉

　経済的な理由により小・中学校就学に困難なご家

庭に対して、就学援助費が支給されますので、受給

希望者は教育委員会事務局まで印鑑ご持参の上、申

請してください。

　なお、就学援助費受給申請にあたっては、次の様

な理由が必要です。

❶前年度又当該年度に生活保護が停止、あるいは廃

　止になった人。

❷町民税が非課税世帯、または減免措置世帯等。

❸その他、家庭の経済的理由で生活状態の悪い人等。

　小・中学校の特別支援学級に在籍する児童生徒の

保護者に対して、就学に必要な諸経費の一部が、補

助される制度です。受給希望者は学校を通じて４月

中に教育委員会事務局まで申請してください。

お問い合わせ先：教育委員会　TEL694−6814

小・中学生の保護者の皆さんにお知らせ小・中学生の保護者の皆さんにお知らせ
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※常に水道メーターを見て、使用水量を把握してく
　ださい。宅内漏水の早期発見になります。
※漏水が見つかったときは、個人負担でお近くの水
　道工事店等に依頼して修理してください。

次のようにしていただきますと水漏れがわかります。

1

2

3

まず、家中の蛇口を全て閉めま

しょう。

次にメーターボックスのフタを

開けてメーター器を見ます。銀

色か赤色の星のような形のもの

（パイロット）を確認しましょう。

もしパイロットが回っていたら、

宅内のどこかで漏水している可

能性があります。

宅内漏水の見つけ方

1 2 3

パイロット

転入・転出等で水道を休止・廃止・撤去

する場合は、申請手続きが必要です！

また、死亡等による名義変更をする場合

にも手続きが必要です。

●　お問い合わせ先　●

上板町役場　水道課　TEL 088−694−6817

宅内漏水にご注意ください。水道課からのお知らせ水道課からのお知らせ

※メーターボックスの上には物を置かないよ
　うにしてください。

４月から「農業者戸別所得補償制度」が本格実施されます。４月から「農業者戸別所得補償制度」が本格実施されます。

　浄化槽を設置すると、法定検査を受けることが義

務づけられます。

　法定検査とは、浄化槽法により第７条、第１１条

の２種類があり詳しい内容は下の表のようになって

おります。

　浄化槽設置後の法定検査について　

法第１１条検査法第７条検査法定検査

保守点検や清掃業務
が適正に行われてい
るか否かを検査しま
す。

設置工事が適正に行
われているか否かを
検査します。

検査の目的

年１回すべての浄化
槽が検査を受けるこ
とになります。

新たに設置された浄
化槽が使用開始後
３ヶ月から８ヶ月の
間に検査を受けます。

検査の実施
時期

不備のある項目については管轄の行政機
関により管理者又は業者に対し指導が行
われる場合があります。

検査結果の
措置

５,０００円９,０００円
検査手数料

（５〜１０人槽）

（社）徳島県環境技術センター
〒７７０−８００１　徳島市津田海岸町２−３３

TEL　０８８−６３６−１２３４（代）
FAX　０８８−６３６−１１２２　　

検査機関及
び問い合わ
せ

※平成１８年２月１日に施行された浄化槽法の改正

により，法第７条及び法第１１条の未受検者に対し，

徳島県知事が指導，勧告及びこれに係る措置を命

令をすることができることになりました。この命

令に違反した場合は，３０万円以下の過料に処せら

れることもありますので，ご注意ください。

　上板町では、家庭からの生活排水浄化と水質保全を目的として

平成７年度から継続している浄化槽設置整備事業補助の募集を本

年度も実施します。

　この事業は、合併処理浄化槽（生活雑排水とし尿を処理）を設

置する方に、その費用の一部を補助する制度です。

●補助の対象となる地域

　　全町（但し、上板町農業集落排水事業対象地域を除く。）

●補助の対象となる方

　補助対象地域において、居住目的の一般住宅で合併処理浄化

槽（１０人槽までを補助）を個人で設置し、平成２４年３月３１

日までに完成する方。

●補助金額

　�５人槽　　　　２５８,０００円　�６〜７人槽　３１８,０００円　

　�８〜１０人槽　４２３,０００円

●単独浄化槽・汲み取り槽の撤去費補助金額

　（設置整備補助を受けられる方のみ）

　単独浄化槽撤去費補助金　撤去費の１／３　上限３０,０００円

　汲み取り槽撤去費補助金　撤去費の１／３　上限３２,０００円

　以上、予算の範囲内で設置基数を決定しますので、補助申請

される場合は、役場環境保全課窓口にある「浄化槽設置整備事業

補助金交付希望届に必要事項を記入し、申請してください。

●受付期間

　毎週希望届を受付し、毎週金曜日に締め切り、該当者に内示

します。（午前８時３０分から午後５時まで土・日曜日は除く。）

　希望者多数により予算範囲をこえる場合は、抽選とさせてい

ただきます。

　お問い合わせ先　環境保全課　TEL６９４−６８１３　

浄 化 槽 設 置 整 備 事 業 補 助 募 集
（単独浄化槽・汲み取り槽の撤去費補助含む）

�お問い合わせ先�　中国四国農政局徳島農政事務所　農政推進課　TEL ０８８−６２２−６１３２　計画課　TEL ０８８−６２２−６１３３

　販売価格が生産費を恒常的に下回っ

ている作物を対象に、その差額を交付

することにより、農業経営の安定と国

内生産力の確保を図り、もって食料自

給率の向上と農業の多面的機能を維持

することを目的としています。

制度の内容

○畑作物の所得補償交付金（麦・大豆・そば・なたね）

○水田活用の所得補償交付金（戦略作物助成・二毛作助成・耕畜連携助成・産

地資金による地域振興作物への支援）

○米に対する助成（米の所得補償交付金・米価変動補てん交付金）

○加算措置（品質加算、規模拡大加算、再生利用加算、集落営農の法人化支援）
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　四国財務局に、借金を

抱え悩んでおられる方々

のための「相談窓口」が

ございます。

　多重債務問題は必ず解

決する問題です。悩まず

に相談してください。

　必要に応じて、弁護士・

司法書士などの法律専門

家に引継ぎも行っており

ます。

●●● 多重債務でお悩みの方に ●●●

相談方法　

　まずお電話ください。相談費用は必要ありません。

連 絡 先　

　ＴＥＬ：０８７−８３１−２１５５（直通）ＦＡＸ：０８７−８６２−８７８０

　高松市中野町２６番１号

　四国財務局　財務広報相談官　多重債務相談員

受付時間　

　月曜日〜金曜日（祝日及び 12/29 〜 1/3 を除く）

　９時〜１２時、１３時〜１７時

試験会場試験期日受付期間応募資格募集種目

松茂町の
自衛隊基地

５月１４日

５月６日
まで

２０歳以上
２６歳未満の男女

（ただし、２２歳未満の
場合は大卒【見込含】）

幹 部 候 補 生
【一般・技術・医
（歯）科・薬剤】

５月２１日
１８歳以上２７歳

未満の男女
一般曹候補生

受付時にお
知らせしま
す。

年間を通じ
て行ってお
ります。

１８歳以上２７歳
未満の男女

任期制自衛官

※お問い合わせや資料請求は、鳴門地域事務所までお気軽にご連絡く
ださい。（TEL：６８５−５３０６）

自 衛 官 採 用 案 内

　飼い犬は法律により、生涯一回の登録と年一回の狂犬病予防注

射が義務づけられています。本年度も次のとおり実施します。

　実施日　５月１７日（火）・１８日（水）・１９日（木）・２０日（金）

※日程表は支部回覧と飼い主様宛に送付いたします。

※新しく飼い始めた方は、前もって登録いただくと自宅へ送付い

たします。

　手数料　注射手数料　　　３,０００円

　　　　　新規登録手数料　３,０００円

　当日は大変混み合います。前もって登録

していただくと注射が円滑に実施できます。

　登録と注射は動物病院でもできます。前記日程で

都合が悪い場合は、各自動物病院で受けてください。

　また、犬が死亡したときは、死亡届を出してください。

　

義務教育終了まで育成資金を無利子で借りられます

●対　象　者　自動車事故により死亡または重度後遺

障害者となられた方の０歳から中学校

卒業までのお子様

●貸付金額　一　時　金　１５５,０００円

　　　　　　毎　　　月　　２０,０００円

　　　　　　入学支度金　　４４,０００円

●返済期間　中学卒業後２０年以内
　　　　　　（高校・大学等に進学する場合は、卒業まで猶予）

　

●対 象 者　自動車事故が原因で、脳・脊髄または

胸腹部臓器を損傷し重度の後遺障害を

持つため、常時または随時の介護が必

要な状態である方

●支給金額　①常時の介護が必要な方のうち、「重度

後遺障害診断書」で症状が「最重度」

であると認められた方

月額６８,４４０円〜１３６,８８０円

　　　　　　②上記①以外で常時の介護が必要な方

月額５８,５７０円〜１０８,０００円

　　　　　　③随時の介護が必要な方

月額２９,２９０円〜５４,０００円

重度後遺障害者へ介護料支給

交通遺児等へ育成資金貸付け

�お問い合わせ�

独立行政法人　自動車事故対策機構　徳島支所
〒７７０−０００３　徳島市北田宮２丁目１４番５０号

　　　　　（徳島県トラック会館２階）

　　　　TEL ０８８−６３１−７７９９

手話奉仕員養成講座 入門課程
受 講 生 募 集

　聴覚障害者の生活および障害についての理解と認

識を深め、身近に聴覚障害者と円滑な日常会話がで

きる程度の手話表現技術の習得を図ることを目的と

します。

�対 象 者　上板町在住で１８才以上

　　　　　　初めて手話を学ぶ方

�日　　時　平成２３年５月１４日〜

　　　　　　平成２３年１０月２２日の毎週土曜日

　　　　　　１３：３０〜１５：００（予定）　全２３回

�場　　所　福祉ホーム

　　　　　　リズム１階地域交流ホール

　　　　　　板野郡藍住町矢上字安任５６−５

�募集人員　２０名

�受 講 料　無料

　　　　　　テキスト代のみ実費負担（１２００円）

�申込締切　４月３０日

�申込方法　受講を希望される方は、電話・FAX に

てお問合せください。

【お問い合わせ・お申込み】

　社会福祉法人　凌雲福祉会

　障害者生活支援センター　凌雲

　TEL　０８８−６９３−１１１７

　FAX　０８８−６９２−６７７６

栗林公園
北口

↑高松駅

旧国道11号線

四国新聞社

四国管区
警察局

バス停
（中野町）

JR高徳線

四国財務局

中
　
央
　
通
　
り



第１６９号 平成２３年４月１日　（12）



第１６９号（13）　平成２３年４月１日



第１６９号 平成２３年４月１日　（14）

保健行事予定表　４月〜６月

Ⅰ．健康相談・健康教育

担　　　　　当内　　　　　　容場　　　　所時　　　　間月／日

保健師・理学療法士個別健康相談農村環境改善センター１０：００〜１１：３０４／５

保健師個別健康相談農村環境改善センター１０：００〜１１：３０５／１０

保健師・理学療法士個別健康相談農村環境改善センター１０：００〜１１：３０６／８

Ⅱ．健康診査

　①　特定健康診査・保健指導

　　　平成２０年４月から基本健診が特定健康診査・保健指導に変わりました。

　　　住民の皆さんには、ご加入の各医療保険者の案内に従って受けていただくようになっています。

＊これまで老人保健法により市町村が実施していた各種

がん検診、肝炎ウイルス検診は、健康増進法により引き

続き市町村で行います。

　　◎特定健診の内容

メタボリックシンドローム及び予備群の発見に着目

した検査内容です。基本的な健診項目は、身体計測、

診察、血圧測定、血液検査（肝機能、腎機能、糖代謝）

尿検査

　　◎特定健診の対象となる人

４０歳以上７４歳以下の人すべて。

国民健康保険や被用者保険（健康保険組合や共済組合

などの医療保険）の被保険者と被扶養者の全員が対象

となります。

　　◎特定保健指導

メタボリックシンドロームの該当者及び予備群の人

を対象とした生活習慣改善支援です。

　　◎健診実施主体は

これまで上板町の健診を受けていた人も、国保や健保

組合などの医療保険者が実施主体となりました。

　　◎特定健診の受け方

実施主体である国保や健保組合などの医療保険者か

ら、受診機関・受診日などについてお知らせや受診券

が送られてきますので、指定の機関で受診してくださ

い。費用は各医療保険者で異なります。

集団がん健診の次回は８月２３日予定です。

　②　集団がん検診

料　　　金対　　　象内　　　　容場　　　　所受 付 時 間月／日

１，０００円
　　５００円
無　　　料
　　５００円

４０歳以上
４０歳以上
４０歳以上
５０歳以上

胃がん検診
大腸がん検診
肺がん検診
喀痰検査

農村環境改善センター８：３０〜１０：００６／２３

Ⅲ．乳幼児健康診査

　１．乳児健康診査 

対　　象　　者内　　　　　　容場　　　所受 付 時 間月／日

１歳までの乳児問診・身体計測・内科診察・育児相談農村環境改善センター１３：３０〜１４：００
４／１３

６／１

　２．股関節脱臼検診・ブックスタート

対　　象　　者内　　　　　　容場　　　所受 付 時 間月／日

H２３．２．１生〜Ｈ２３．４．２１生股関節脱臼検診・ブックスタート農村環境改善センター１０：３０〜１１：００６／１５

　３．１歳６カ月児健康診査

対　　象　　者内　　　　　　容場　　　所受 付 時 間月／日

H２１．９．１生〜H２１．１１．３０生
問診・身体計測・内科・歯科診察・歯科
相談・栄養・発達・育児相談・聴力検査

農村環境改善センター１３：００〜１３：３０５／１２

　４．３歳児健康診査

対　　象　　者内　　　　　　容場　　　所受 付 時 間月／日

H１９．１１．１生〜H２０．１．３１生
問診・身体計測・尿検査・内科・歯科診
察・歯科相談・栄養・発達・育児相談

農村環境改善センター１３：００〜１３：３０６／２２
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　　＊麻しん風しん予防接種について＊

　　　麻しんは、麻しんウイルスの空気感染によって起こります。感染力が強く発熱、せき、鼻

汁、めやに、発疹を主症状とします。主な合併症としては、気管支炎、肺炎、中耳炎、脳炎があります。

　　　風しんは、風しんウイルスの飛沫感染によって起こります。軽い風邪症状で始まり、発疹、発熱、後頸部リンパ節腫脹

などが主症状です。合併症として関節痛、血小板減少性紫斑病、脳炎などがあります。また、妊婦が妊娠早期にかかると、

先天性風しん症候群とよばれる病気により心臓病、白内障、聴力障害などの障害を持った児が生まれる可能性が高くなり

ます。

　　　　定期接種の該当者は、以下のとおりです。

　　　　　第１期：１歳児　　　　　　　　　　　　　　第２期：小学校入学前１年間の幼児

　　　　　第３期：中学１年生に相当する年齢の者　　　第４期：高校３年生に相当する年齢の者

　　　確実に予防するためには、２回の予防接種が必要です。

　　　第３期、第４期はこれまで１回しか定期接種の機会がなかった世代の方が対象になりました。保護者の方は、通知を受

け取ったら、なるべく早期に予防接種を受けさせるように努めてください。

　　＊日本脳炎予防接種について＊

　　　平成１７年からの積極的勧奨をさし控えていた期間に接種機会を逃したお子様には、順次通知をいたします。

　　　接種対象年齢は、生後６ヶ月〜９０ヶ月未満、及び９才以上１３才未満です。

Ⅳ．予　防　接　種

　１．定期集団接種

　　１）　ポリオ投与

　　　　

　　「徳島県予防接種広域化」により、上板町内の医療機関に加えて、町外にかかりつけ医があ

るなど、町外医療機関での個別接種ができます。

　　予防接種の対象者には、個人通知をいたしますので、通知が届いたら保護者の方は医師と相

談をして接種計画を立てて受けましょう。

　２．定期個別接種　　ＢＣＧ・百日咳ジフテリア破傷風混合・ジフテリア破傷風混合

　　　　　　　　　　　　麻疹風疹混合（麻疹・風疹単独も可）・日本脳炎

対　　象　　者場　　　所受 付 時 間月／日

生後３か月から９０ヶ月未満の乳幼児農村環境改善センター１３：３０〜１４：００５／１８

お問い合わせ先　役場福祉保健課（TEL ６９４−６８１０）

　子どもを家庭で養育することが一時的に困難になった場合

などに、乳児院や児童養護施設などで短期間子どもを預かる

制度です。

　子どもの養育が一時的に困難となった家庭の児童で、

緊急一時的に保護を必要とする方で、町長が必要と認め

た者

●要　　件：保護者の疾病、社会的理由（出張、転勤、

冠婚葬祭等）、家庭養育上の事由（出産、

看護等）、育児不安や育児疲れ、慢性疾患

等の看病疲れ

●利用期間：原則として７日以内

●内　　容：宿泊を含む一時的養育

●実施施設：徳島児童ホーム・阿波国慈恵院・常楽園・

　　　　　　徳島赤十字乳児院

●利 用 料：２歳未満　１日　２，３６０円以内

　　　　　　２歳以上　１日　１，８４０円以内

　　　　　　緊急一時保護の母親　１日　７５０円以内

　　　　　　生活保護世帯は無料

※課税状況や世帯の状況によって利用料は変わります。

また年度により変わることがあります。

ショートステイ事業

　保護者が仕事等によって夜間や休日にわたる家庭の児

童で、町長が必要と認めた者

●要　　件：保護者の恒常的な残業等

●利用期間：概ね放課後以降における生活指導、夕食の

提供等

●内　　容：特に制限なし

●実施施設：徳島児童ホーム・阿波国慈恵院・常楽園

●利 用 料：１日　７５０円以内

　　　　　　休日預かり　１日　１ ,３５０円以内

　　　　　　生活保護世帯は無料

※課税状況や世帯の状況によって利用料は変わります。

また年度により変わることがあります。

トワイライトステイ事業等

上板町役場福祉保健課

TEL：０８８−６９４−６８１０

お問い合わせ先

上板町子育て短期支援事業とは？上板町子育て
短期支援事業
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︶

１
月
誕
生

七　

條　

犬
伏
昭
裕
・
麻
依
子

男
の
子　

洸
斗
︵
ひ
ろ
と
︶

高　

磯　

木
田　

悟
・
旭
美

女
の
子　

葵
︵
あ
お
い
︶

瀬　

部　

米
原
啓
太
・
真
希

男
の
子　

壮
真
︵
そ
う
ま
︶

椎　

本　

西
岡
伸
弥
・
真
紀

女
の
子　

結
乃
愛
︵
ゆ
の
あ
︶

★

★

★

★

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★

★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★

★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★

　

去
る
一
月
二
十
六
日︵
水
︶、
神
宅
の
大
山
寺

 
本  
堂 
・ 
大  
師  
堂 
・ 
回  
廊 
・ 

鐘  
楼  
門 
の
四
棟
が
、

ほ
ん 
ど
う 

だ
い 

し 

ど
う 

か
い 
ろ
う 

し
ょ
う 
ろ
う 
も
ん

国
の
登
録
有
形
文
化
財
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

　

四
棟
と
も
江
戸
時
代
の
建
造
物
で
、
本
堂︵
江

戸
中
期
。
写
真
︶
は
正
面
の
向
拝
を
中
心
に
霊

獣
や
植
物
紋
様
の
彫
刻
を
施
し
、
近
世
ら
し
い

装
飾
を
も
っ
て
い
る
こ
と
、
大
師
堂
︵
江
戸
末

期
︶
は
内
部
一
室
で
、
弘
法
大
師
堂
と
し
て
は

標
準
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
、
回
廊
︵
江
戸
末

期
︶
は
、
本
堂
と
大
師
堂
を
結
ぶ
渡
り
廊
下
で
、

三
十
三
観
音
を
祀
る
壇
を
備
え
て
い
る
こ
と
、

鐘
楼
門
︵
江
戸
末
期
︶
は
、
周
囲
に 
連  
子 
を
た

れ
ん 

じ

て
て
開
放
的
な
つ
く
り
で
あ
る
こ
と
な
ど
の
特

徴
か
ら
、
登
録
の
基
準
﹁
国
土
の
歴
史
的
景
観

に
寄
与
し
て
い
る
も
の
﹂
と
認
め
ら
れ
、
登
録

さ
れ
ま
し
た
。

　

上
板
町
の
国
登
録
有
形
文
化
財
の
登
録
は

﹁
安
楽
寺 
方  
丈 
﹂
以
来
二
年
ぶ
り
で
、
こ
れ
で
、

ほ
う 
じ
ょ
う

町
内
で
は
あ
わ
せ
て
五
棟
の
登
録
と
な
り
ま
し

た
。


